（事前課題用）記載例


フィロソフィ全員研修［事前課題］記載例
本庁舎７階大会議室　
令和５年１０月～１１月　　
（１）楽しい、嬉しい、感動的な瞬間を思い出して、都城フィロソフィに例えてみる。
　Ｃａｓｅ１（楽しかった等の瞬間を書き出す。）
　①　友人から誕生日プレゼントをもらって嬉しかった。
　（なぜ？から→都城フィロソフィに例える）
・たぶん友人は、私が喜ぶ姿を思い浮かべながら買い物をしたに違いない。
・たぶん友人は、あの時私と話したことを覚えていたに違いない。
・相手から自分に対しての感謝の気持ちが伝わったし、逆に私も友人に対する感謝の気持ちを持つことができた。
　②　感謝の気持ちを忘れず、謙虚に生きる

　
Ｃａｓｅ２（楽しかった等の瞬間を書き出す。）
①　住民説明会が上手くいって嬉しかった。
　（なぜ？から→都城フィロソフィに例える）
　　・いろんな質問に対してきちんと答えられたから。
いろんな質問を想定するため、職場のみんなと一緒に考えた結果だと思う。時間もた　くさんとった。わかりやすい言葉で伝えた。
　　・住民の聞きたいことをしっかり聞けたから上手くいったのだと思う。

　②　傾聴と共感が改善を生む、市民目線を貫く、楽観的に構想し、悲観的に計画し、楽観的に実行するなど・・
　Ｃａｓｅ３（楽しかった等の瞬間を書き出す。）
①　職場のみんなで一緒にご飯を食べて楽しかった。
　（なぜ？から→都城フィロソフィに例える）
　　・普段しゃべることのない人たちとの会話が新鮮だったから。
　　・〇〇さんが思ったより、ひょうきんな人だと気づいたから。もっと普段から見せたらいいのに！もったいない！！
　　・みんな職場のことを良くしようと悩んでいることが分かった。みんなバラバラだと思っていたけど、見ているところは同じなのだと感じた。

　②　明るく元気に、素直な心で前向きに、ベクトルを合わせ、チームで取り組むなど・・
　
Ｃａｓｅ４（楽しかった等の瞬間を書き出す。）
　①　窓口で市民の方に褒められて嬉しかった。
　（なぜ？から→都城フィロソフィに例える）
　　・しゃべり方が丁寧だと言われた。聞きやすい雰囲気だと言われた。
　　・服装が清潔でよいと言われた。
　　・小難しい説明じゃなく、分かりやすい説明だと言われた。
　②　市民目線を貫く、身だしなみは人のため、物事をシンプルに捉えるなど・・

　Ｃａｓｅ５（楽しかった等の瞬間を書き出す。）
①　大谷選手のホームランに感動している。
　（なぜ？から→都城フィロソフィに例える）
　　・彼は、少し努力すれば出来るのかもしれないレベルを目標としているから、成功し続けていられるのだろう。
　　・彼は、普段、惜しみない努力をしているのだろう。
　　・彼が、ひとつひとつをコツコツ積み上げた結果なのだろう。
　②　高い目標を持つ、成し遂げるまで諦めない、地道に努力を積み重ね、真面目に一生懸命に仕事に打ち込むなど・・
　
Ｃａｓｅ６（楽しかった等の瞬間を書き出す。）
①　セブンイレブンのディリー牛乳使用のプリンが美味しくて感動した。
　（なぜ？から→都城フィロソフィに例える）
　　・酪農が頑張っている姿を垣間見ることができたから。
　　・やっぱり地元産の商品が出ると嬉しい！しかも美味しい！
　②　地域を愛し、地域と共に生きる
Ｃａｓｅ７（楽しかった等の瞬間を書き出す。）
①　〇〇さんが私に相談してくれて嬉しかった。
　（なぜ？から→都城フィロソフィに例える）
　　・いつも私に冷たいので嫌われていると思っていた。認められた気持ちになって嬉しい。
　　もっと本音で話してほしいな。
　　・しっかり話を聞いてあげたら、スッキリした顔をしてお礼を言われた。私って聞き上手なのかも！
　②　本音でぶつかる、傾聴と共感改善を生む
（２）悲しい、辛い、苦しいときを思い出して、都城フィロソフィに例えてみる。
※職場のことや、私生活（家族や友だち）のことでもOKです。
Ｃａｓｅ１（悲しかった等のときを書き出す。）　　　　※このCaseは、フィクションです。
①　ある日、課内のインターネットＰＣを確認したら、国からの調査メールが見つかった。１か月前に到着しているにもかかわらず未回答であり、既に回答期限は過ぎていた。何でだよ・・と悲しくなった。

②　課長、副課長（担当長）、副主幹、主査（自分）の４名
③　課長・・・課という組織を管理する立場にあるため、関係機関との連携に遅れが生じていないか適宜確認する必要があったのではないか。また、メールのことを知っていたのなら、その場で部下に伝えることも必要ではないか。→スピード感を持って決断し、行動する、今できることはいまやるなど・・
　　副課長・・課長の補佐役または担当長でもあるため、関係機関との連携に遅れが生じていないか適宜確認する必要があったのではないか。また、連絡手段がメールであることが分かっているなら、曜日ごとに確認者を決めるなどの仕組作りが出来ていればよかったのではないか。→自分の仕事ではないと言わない
　　副主幹・・志の高い職員として、常にアンテナをはり、関係機関との連絡を最短でとることを意識していれば、メールの確認も後輩と一緒に出来ていたのではないか。→スピード感を持って決断し、行動する、自分の仕事ではないと言わない、大局観を磨くなど・・
　　主査・・・忙しさにかまけてメールの確認を怠っていた。常にアンテナをはり、関係機関との連絡を最短でとることを意識していれば、メールの確認も毎日出来ていたのではないか。また、朝、昼、夕方の時間を決めて確認するように習慣づけていればよかったのではないか。メールを確認し、スケジュールを立て、処理する、という計画的な仕事が出来ていないのかもしれない。→スピード感を持って決断し、行動する、自分の仕事ではないと言わない、大局観を磨く、今できることはいまやるなど・・
